
(57)【要約】

【課題】連結が容易で、吊持杆の製造効率の向上、製造

コスト低減、強度向上を実現し得る天井板用吊持杆の連

結機構を提供する。

【解決手段】まず、一方の天井板用吊持杆１の主板部４

側面に縦長の挿入孔１０を形成し、他方の天井板用吊持

杆１の端部から、前記一方の吊持杆１の主板部４側面に

端縁が当接する基板部２１を突成し、さらに前記基板部

２１から前方へ連結突部２２を突成した。さらに、連結

突部２２に、コ字状切起し部２４を設けた。このコ字状

切起し部２４には、強度向上を図るべく、補強膨隆部３

１を形成した。そして、前記挿入孔１０に連結突部２２

を圧入して、該連結突部２２を挿入孔１０から離脱不能

に連結するようにした。かかる構成は、組み付けに熟練

を要しない。また、コ字状切起し部２４を形成して加締

めることにより、折曲加工等の前工程が不要となるため

、吊持杆の製造工程が簡略化され、製造効率の向上、製

造コスト低減を実現し得る。

【選択図】図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 板 部 の 下 端 に 天 井 板 の 端 部 を 支 持 す る 係 止 縁 部 を 備 え た 天 井 板 用 吊 持 杆 相 互 を 、 Ｔ 字 状
に 連 結 す る 連 結 機 構 に お い て 、
一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 側 面 に 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、
他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 端 部 に 、 前 記 一 方 の 吊 持 杆 の 主 板 部 側 面 に 端 縁 が 当 接 す る 基 板 部
が 突 設 さ れ 、
前 記 基 板 部 の 端 縁 に は 連 結 突 部 が 突 成 さ れ る と 共 に 、 該 連 結 突 部 に は 、 前 縁 の み が 主 面 と
連 成 さ れ 、 後 縁 を 開 放 端 縁 と す る コ 字 状 切 起 し 部 が 、 開 放 端 縁 と 基 板 部 の 端 縁 と の 間 隔 が
吊 持 杆 の 主 板 部 の 肉 厚 と ほ ぼ 一 致 す る よ う に し て 厚 み 方 向 に 形 成 さ れ て な り 、
前 記 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 圧 入 す る こ と に よ り 、 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が 挿 入 孔 周 縁 で 主 板 部
側 面 と 当 接 し て 、 該 連 結 突 部 が 挿 入 孔 か ら 離 脱 不 能 と な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 天
井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
挿 入 孔 の 側 縁 に 、 規 制 溝 縁 を 形 成 し 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 に 、 該 規 制 溝 縁 に 挿 入 さ
れ る 規 制 舌 片 を 突 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 、 挿 入 孔 の 側 部 位 置 で 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が 弾
接 す る 規 制 突 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
コ 字 状 切 起 し 部 に 、 主 面 に 対 し て 厚 み 方 向 に 膨 隆 す る 補 強 膨 隆 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
コ 字 状 切 起 し 部 の 表 裏 に 、 夫 々 補 強 膨 隆 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 天
井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
基 板 部 及 び 連 結 突 部 が 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 と 一 体 成 形 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
基 板 部 と 、 連 結 突 部 と を 連 成 し た 連 結 板 を 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 の 端 部 側 面 に 接 合 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 天 井 板 を 吊 持 す る た め の 吊 持 杆 相 互 を Ｔ 字 状 に 連 結 す る た め の 連 結 機 構 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ 等 で 示 す よ う に 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ は 、 断 面 略 逆 Ｔ 字 状 を し て お り 、 下 部 の 水 平 部 を
、 両 側 縁 で 夫 々 天 井 板 ｐ の 端 部 を 支 持 す る 係 止 縁 部 ３ ， ３ と し 、 主 板 部 ４ の 上 端 に ハ ン ガ
ー ｈ が 固 着 さ れ る 幅 広 の 係 止 隆 部 ２ を 備 え る 。 こ の 吊 持 杆 １ は 、 図 ２ ２ で 示 す よ う に 、 交
叉 状 又 は 平 行 状 に 多 数 本 組 み 付 け ら れ 、 吊 持 杆 １ ， １ の 係 止 縁 部 ３ ， ３ で 天 井 板 ｐ の 端 部
を 支 持 す る こ と に よ り 、 多 数 の 天 井 板 ｐ を 整 列 状 に 支 持 し て 、 室 内 の 天 井 を 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ 相 互 を 格 子 状 に 組 み 付 け る 際 に 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 側
面 に 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 端 縁 を 当 接 し て 連 結 す る 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 者
は 既 に 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 縦 長 の 挿 入 孔 を 形 成 し 、 他 方 の 吊 持 杆 の 端 部 に
、 該 端 部 か ら 突 成 さ れ て 、 一 方 の 吊 持 杆 の 主 板 部 側 面 に 当 接 す る 基 板 部 と 、 基 板 部 か ら 延
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成 さ れ た Ｕ 字 状 連 結 突 部 と を 設 け 、 前 記 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 圧 入 し て 、 そ の 折 返 し 部 の 端
縁 を 挿 入 孔 周 縁 で 主 板 部 側 面 と 当 接 さ せ て 、 該 連 結 突 部 を 挿 入 孔 か ら 離 脱 不 能 に 連 結 す る
よ う に し た 構 成 を 提 案 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ５ ６ ７ ５
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 本 発 明 者 は 、 さ ら な る 天 井 板 用 吊 持 杆 の 製 造 効 率 の 向 上 、 製 造 コ ス ト の 低 減 、
又 は 強 度 の 向 上 を 図 る べ く 、 従 来 構 成 に 改 善 を 加 え た 。
本 発 明 は 、 製 造 効 率 の 向 上 、 製 造 コ ス ト 低 減 、 又 は 強 度 向 上 を 実 現 し 得 る 天 井 板 用 吊 持 杆
の 連 結 機 構 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 主 板 部 の 下 端 に 天 井 板 の 端 部 を 支 持 す る 係 止 縁 部 を 備 え た 天 井 板 用 吊 持 杆 相 互
を 、 Ｔ 字 状 に 連 結 す る 連 結 機 構 に お い て 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 側 面 に 挿 入 孔 が
形 成 さ れ 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 端 部 に 、 前 記 一 方 の 吊 持 杆 の 主 板 部 側 面 に 端 縁 が 当 接
す る 基 板 部 が 突 設 さ れ 、 前 記 基 板 部 の 端 縁 に は 連 結 突 部 が 突 成 さ れ る と 共 に 、 該 連 結 突 部
に は 、 前 縁 の み が 主 面 と 連 成 さ れ 、 後 縁 を 開 放 端 縁 と す る コ 字 状 切 起 し 部 が 、 開 放 端 縁 と
基 板 部 の 端 縁 と の 間 隔 が 吊 持 杆 の 主 板 部 の 肉 厚 と ほ ぼ 一 致 す る よ う に し て 厚 み 方 向 に 形 成
さ れ て な り 、 前 記 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 圧 入 す る こ と に よ り 、 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が 挿 入 孔
周 縁 で 主 板 部 側 面 と 当 接 し て 、 該 連 結 突 部 が 挿 入 孔 か ら 離 脱 不 能 と な る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 で あ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
か か る 構 成 に あ っ て 、 他 方 の 天 井 用 吊 持 杆 に 突 成 し た 連 結 突 部 に 具 備 さ れ る コ 字 状 切 起 し
部 の 、 主 面 か ら の 切 起 し 高 さ は 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 形 成 し た 挿 入 孔 の 横 幅
よ り も わ ず か に 大 き く 設 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 挿 入 す る 際 に あ っ て
、 連 結 突 部 に 形 成 さ れ た コ 字 状 切 起 し 部 が 挿 入 孔 を 通 過 す る と き は 、 コ 字 状 切 起 し 部 が 挿
入 孔 周 縁 と 接 触 し て 、 基 板 部 と 平 行 と な る よ う に 弾 縮 す る こ と と な る 。 そ し て 、 か か る 弾
性 力 に 抗 し て さ ら に 連 結 突 部 を 圧 入 す る と 、 挿 入 孔 を 通 過 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て
、 基 板 部 の 端 縁 が 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 の 側 面 に 当 接 し た 位 置 で 、 基 板 部 端 縁
と コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 と の 間 に 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 が 挟 持 さ れ 、 こ の 位
置 で コ 字 状 切 起 し 部 は 、 弾 縮 が 解 除 さ れ て 拡 開 し 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が 、 挿 入 孔
周 縁 で 、 挿 入 側 と 反 対 側 の 主 板 部 側 面 と 当 接 す る 。 こ れ に よ り 、 連 結 突 部 は 挿 入 孔 か ら 離
脱 不 能 に な っ て 、 吊 持 杆 相 互 が 連 結 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 か か る 挿 入 孔 の 側 縁 に 、 規 制 溝 縁 を 形 成 し 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 に 、 該 規 制
溝 縁 に 挿 入 さ れ る 規 制 舌 片 を 突 成 し た 構 成 が 採 用 さ れ る （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
か か る 構 成 に あ っ て は 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 形 成 し た 挿 入 孔 に 、 他 方 の 天 井
板 用 吊 持 杆 に 突 成 し た 連 結 突 部 を 圧 入 す る と 、 基 板 部 の 端 縁 が 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主
板 部 の 側 面 に 当 接 す る と 共 に 、 連 結 突 部 の コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 に 突 成 し た 規 制 舌 片
は 、 規 制 溝 縁 に 挿 入 さ れ た 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で は 、 該 規 制 舌 片 が 、 規 制 溝 縁 の 側 端 に
弾 接 し て 、 該 コ 字 状 切 起 し 部 は 拡 開 を 規 制 さ れ て 、 弾 縮 状 態 に 維 持 さ れ る 。 こ の た め 、 連
結 突 部 は 挿 入 孔 に 対 し て 、 幅 方 向 へ の 緩 み が な い 。 し か も 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 に 引 張
方 向 の 力 が 作 用 し た 場 合 に も 、 コ 字 状 切 起 し 部 が 拡 開 す る こ と な く 保 持 さ れ る 。 さ ら に は
、 規 制 舌 片 の 先 端 が 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 を 貫 通 す る か ら 、 該 規 制 舌 片 を 基 板 部
側 に 押 し つ け る 操 作 に よ っ て 、 連 結 突 部 を 挿 入 孔 か ら 離 脱 す る 操 作 が 容 易 と な り 、 天 井 板
用 吊 持 杆 相 互 の 分 離 も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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さ ら に 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 、 挿 入 孔 の 側 部 位 置 で 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放
端 縁 が 弾 接 す る 規 制 突 部 を 形 成 し た 構 成 と し て も 良 い （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
か か る 構 成 に あ っ て は 、 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 圧 入 す る と 、 基 板 部 の 端 縁 が 一 方 の 天 井 板 用
吊 持 杆 の 主 板 部 の 側 面 に 当 接 す る と 共 に 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が そ の 拡 開 作 用 に よ
り 、 規 制 突 部 に 弾 接 す る こ と と な る 。 こ の た め 、 連 結 突 部 は 挿 入 孔 に 対 し て 幅 方 向 へ の 緩
み が な く 、 し か も 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 に 引 張 方 向 の 力 が 作 用 し た 場 合 に も 、 コ 字 状 切
起 し 部 の 開 放 端 縁 が 拡 開 す る こ と な く 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 コ 字 状 切 起 し 部 に 、 主 面 に 対 し て 厚 み 方 向 に 膨 隆 す る 補 強 膨 隆 部 を 形 成 し た 構 成 が
提 案 さ れ る （ 請 求 項 ４ ） 。 か か る 構 成 は 、 プ レ ス 加 工 に よ り 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 剛 性 を 向
上 す る こ と が で き 、 新 た な 加 工 を 要 す る こ と な く 、 各 天 井 板 用 吊 持 杆 相 互 を 高 い 連 結 強 度
で 安 定 的 に 保 持 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 表 裏 に 、 夫 々 補 強 膨 隆 部 を
形 成 し た 構 成 と す る こ と に よ り （ 請 求 項 ５ ） 、 更 な る 剛 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る
。 な お 、 上 述 の 構 成 （ 請 求 項 ４ 、 請 求 項 ５ ） と す る こ と に よ り 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 前 後 方
向 の 強 度 が 高 め ら れ 、 過 度 の 座 屈 を 防 止 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 基 板 部 及 び 連 結 突 部 が 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 と 一 体 成 形 さ れ て な る 構 成 が 提 案
さ れ る （ 請 求 項 ６ ） 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 一 連 の プ レ ス 成 形 工 程 で 一 度 に 基 板
部 、 連 結 突 部 、 及 び 主 板 部 を 成 形 す る こ と が 可 能 と な り 、 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 基 板 部 と 、 連 結 突 部 と を 連 成 し た 連 結 板 を 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 の 端 部 側 面 に
接 合 し た 構 成 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ７ ） 。 か か る 構 成 に あ っ て は 、 連 結 板 を 予 め 形
成 し て 、 こ れ を 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 の 端 部 側 面 に ビ ス 留 め 又 は 溶 接 等 し て 接 合 す る こ
と に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の た め 、 長 尺 で あ る た め 加 工 が 面 倒 な 天 井 板 用 吊 持 杆 と は 別 途 に
、 金 属 板 の 切 断 及 び 湾 曲 工 程 に よ り 連 結 板 を 形 成 で き 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 製 造 が 簡 単 と な
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 を 説 明 す る 。
図 １ 等 は 、 本 発 明 の 連 結 機 構 に よ り 相 互 に 連 結 さ れ る 天 井 板 用 吊 持 杆 １ を 示 す も の で あ る
。 図 １ ， ４ で 示 す よ う に 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ は 断 面 略 逆 Ｔ 字 状 を し て お り 、 下 部 の 水 平 部
を 係 止 縁 部 ３ ， ３ と し 、 こ の 係 止 縁 部 ３ ， ３ で 夫 々 天 井 板 ｐ （ 図 ２ ２ 参 照 ） の 端 部 を 支 持
す る 。 一 方 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ の 上 端 に は 、 ハ ン ガ ー ｈ （ 図 ２ ２ 参 照 ） が 固 着
さ れ る 幅 広 の 係 止 隆 部 ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 天 井 板 用 吊 持 杆 １ ， １ 相 互 は Ｔ 字 状 に 連 結 さ れ る 。 そ し て 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 両 側 で
同 一 位 置 に 、 吊 持 杆 １ ， １ が 夫 々 Ｔ 字 状 結 合 す る こ と に よ り 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 各 天 井
板 用 吊 持 杆 １ ， １ ， １ が 交 差 状 に 連 結 さ れ た 態 様 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
か か る 連 結 機 構 に つ き 説 明 す る 。
図 ３ ， ４ で 示 す よ う に 、 一 方 の 吊 持 杆 １ に は 、 そ の 主 板 部 ４ に 、 縦 長 の 挿 入 孔 １ ０ 、 １ ０
が 隣 接 し て 連 通 状 に 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 各 挿 入 孔 １ ０ の 側 縁 中 央 に は 、 規 制 溝 縁 １
１ が 形 成 さ れ る 。 こ の 両 挿 入 孔 １ ０ 、 １ ０ に よ り 、 主 板 部 ４ の 両 側 で 、 一 方 の 吊 持 杆 １ に
対 し て 夫 々 他 方 の 吊 持 杆 １ ， １ の 端 部 が 連 結 可 能 と な り 、 上 述 の よ う に 交 差 状 連 結 構 成 を
呈 し 得 る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 図 １ ， ５ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 孔 １ ０ を 介 し て 吊 持 杆 １ の 両 側 で 連 結 さ れ る 各 吊
持 杆 １ ， １ の 端 部 か ら は 、 一 方 の 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ 側 面 に 端 縁 ｅ が 当 接 す る 基 板 部 ２ １
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が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 基 板 部 ２ １ は 、 吊 持 杆 １ の 端 縁 か ら 係 止 縁 部 ３ の 幅 Ｗ （ 図 １ 参 照
） に 相 当 す る 分 だ け 長 軸 方 向 に 突 出 し て い る 。 な お 、 こ の 基 板 部 ２ １ は 、 プ レ ス 加 工 に よ
り 、 厚 み 方 向 に 、 主 板 部 ４ 表 面 よ り わ ず か に 隆 起 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 前 記 基 板 部 ２ １ か ら は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 突 部 ２ ２ が 突 成 さ れ て い る
。 こ の 連 結 突 部 ２ ２ は 、 そ の 中 央 に 、 前 縁 の み が 主 面 と 連 成 さ れ 、 後 縁 を 開 放 端 縁 と す る
コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ を 備 え て い る 。 こ の コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ は 、 主 面 と 連 成 す る 前 縁 を 接
続 基 部 ２ ４ ｂ と し 、 該 接 続 基 部 ２ ４ ｂ を 湾 曲 さ せ て 、 連 結 突 部 ２ ２ の 主 面 か ら 厚 み 方 向 に
切 り 起 こ さ れ た も の で あ っ て 、 側 方 か ら み る と コ 字 状 を 呈 し て い る 。 そ し て 、 そ の 縦 長 は
、 挿 入 孔 １ ０ の 縦 長 と 略 等 し く し て い る 。 ま た 、 基 板 部 ２ １ の 端 縁 ｅ と コ 字 状 切 起 し 部 ２
４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ と の 間 隔 ｔ （ 図 ５ ， 図 ６ （ イ ） 参 照 ） を 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ の 肉 厚 に
ほ ぼ 一 致 さ せ て い る 。 さ ら に 、 こ の コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 、 連 結 突 部 ２ ２ の 主 面 か ら の 切
起 し 高 さ は 、 挿 入 孔 １ ０ の 横 幅 よ り も わ ず か に 大 き く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ の 中 央 部 か ら は 、 規 制 溝 縁 １ １ に 挿 入 さ れ る
規 制 舌 片 ２ ５ が 突 成 さ れ て い る 。 こ の 規 制 舌 片 ２ ５ に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 前 記 の 主 板 部 ４ 、 基 板 部 ２ １ 、 及 び 連 結 突 部 ２ ２ は 、 バ ネ 性 の 高 い ス チ ー ル 等 か
ら な る 金 属 板 に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 基 板 部 ２ １ は 、 主 板 部 ４ 表 面 に 対 し て 隆 起 さ せ た
構 成 で な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 述 し た 構 成 に あ っ て 、 一 方 の 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ に 吊 持 杆 １ の 端 縁 を 連 結 す る に は 、 図
６ （ イ ） ， （ ロ ） で 示 す よ う に 、 連 結 突 部 ２ ２ を 挿 入 孔 １ ０ に 圧 入 す る だ け で よ い 。 こ れ
に よ り 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ が 挿 入 孔 １ ０ の 両 側 縁 で 挟 圧 さ れ て 弾 性 変 形 し 、 基 板 部 ２ １
に 対 し て ほ ぼ 平 行 と な っ て 、 挿 入 孔 １ ０ へ の 通 過 が 可 能 と な る 。 そ し て さ ら に 通 入 す る と
、 基 板 部 ２ １ の 端 縁 ｅ が 、 主 板 部 ４ に 当 接 す る 位 置 で 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 挿 入 孔 １ ０
に よ る 拘 束 が 解 除 さ れ て 、 拡 開 位 置 に 復 帰 す る 。 そ し て 、 こ の と き 規 制 舌 片 ２ ５ が 規 制 溝
縁 １ １ を 貫 通 す る （ 図 ６ （ ロ ’ ） 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 こ の 位 置 で 、 規 制 舌 片 ２ ５ が 規 制
溝 縁 １ １ の 側 縁 に 当 接 す る こ と と な り 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 拡 開 が 制 限 さ れ 、 規 制 舌 片
２ ５ が 規 制 溝 縁 １ １ の 側 縁 に 弾 接 位 置 に 保 持 さ れ て 連 結 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
か か る 連 結 状 態 に あ っ て 、 他 方 の 吊 持 杆 １ を 、 一 方 の 吊 持 杆 １ に 対 し て 、 引 張 す る 力 が 作
用 し た 場 合 に 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が 挿 入 孔 １ ０ 側 傍 の 主 板 部 ４ に 当 接
（ 図 ６ （ ロ ） 参 照 ） し て い る か ら 、 連 結 突 部 ２ ２ が 挿 入 孔 １ ０ に 対 し て 離 脱 不 能 に 拘 束 さ
れ る 。 こ れ と 共 に 、 規 制 溝 縁 １ １ に よ り コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ は そ の 拡 開
を 拘 束 （ 図 ６ （ ロ ’ ） 参 照 ） さ れ て い る か ら 、 そ の 引 張 力 に よ り 、 該 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４
が 外 方 へ 開 い て 、 変 形 す る よ う な こ と も な い 。 ま た 、 こ の 構 成 に あ っ て 、 連 結 を 解 除 す る
に は 、 挿 入 孔 １ ０ か ら 突 出 す る 規 制 舌 片 ２ ５ を ド ラ イ バ ー な ど で 、 基 板 部 ２ １ と 平 行 と な
る よ う に 押 し 込 む だ け で 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が 挿 入 孔 １ ０ 内 に 位 置 し
て 、 拘 束 が 解 除 さ れ る か ら 、 連 結 突 部 ２ ２ を 容 易 に 挿 入 孔 １ ０ か ら 離 脱 で き る 。 こ の た め
そ の 連 結 解 除 も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 連 結 は 上 述 し た よ う に 、 吊 持 杆 １ の 両 側 で 夫 々 隣 接 す る 挿 入 孔 １ ０ ， １ ０ に 対 し て 夫
々 行 わ れ る た め 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 吊 持 杆 １ ， １ ， １ 相 互 が 直 交 状 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ を 形 成 す る に は 、 連 結 突 部 ２ ２ を 切 起 し 加 工 す る だ け で 良 く 、
湾 曲 ・ 折 曲 加 工 を 不 要 と す る も の で あ る か ら 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 製 造 工 程 が 簡 略 さ れ る
こ と と な る 。 ま た 、 基 板 部 ２ １ 、 連 結 突 部 ２ ２ 、 及 び 主 板 部 ４ が 一 体 成 形 さ れ て な る 構 成
で あ る か ら 、 一 連 の プ レ ス 成 形 工 程 で 一 度 に 基 板 部 ２ １ 、 連 結 突 部 ２ ２ 、 及 び 主 板 部 ４ を
成 形 す る こ と が 可 能 と な り 、 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 上 述 し た 構 成 の ほ か 、 種 々 の 構 成 が 提 案 さ れ る 。 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ７ は 、 バ ネ 性 の 高 い ス チ ー ル 等 か ら な る 金 属 板 に よ り 構 成 さ れ た 連 結 板 ２ ０ が 、 ビ ス １
９ ， １ ９ に よ り 主 板 部 ４ に 固 着 さ れ た 第 二 実 施 形 態 例 に か か る 構 成 で あ る 。 こ の 連 結 板 ２
０ は 、 吊 持 杆 １ の 端 縁 か ら 係 止 縁 部 ３ の 幅 Ｗ に 相 当 す る 分 だ け 突 出 す る 基 板 部 ２ １ と 、 該
基 板 部 ２ １ か ら 突 出 す る 連 結 突 部 ２ ２ と を 連 成 し て な る 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、
長 尺 で あ る た め 加 工 が 面 倒 な 天 井 板 用 吊 持 杆 １ と は 別 途 に 、 金 属 板 の 切 断 及 び 切 起 し 加 工
に よ り 連 結 板 ２ ０ を 形 成 で き 、 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 製 造 が 簡 単 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ８ は 、 主 板 部 ４ と 基 板 部 ２ １ と を 跨 ぐ 領 域 に 、 厚 み 方 向 （ 図 中 奥 側 ） に 膨 隆 す る 補 強 膨
隆 部 ３ ０ を 備 え た 第 三 実 施 形 態 例 に か か る 構 成 で あ る 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 基
板 部 ２ １ の 剛 性 が 向 上 す る こ と と な り 、 吊 持 杆 １ に 厚 み 方 向 の 引 張 力 が 作 用 し て も 、 天 井
板 ｐ を 安 定 し て 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 か か る 補 強 膨 隆 部 ３ ０ は 、 基 板 部 ２ １
等 を 成 形 す る た め の プ レ ス 加 工 工 程 の 中 で 同 時 に 成 形 可 能 で あ る か ら 、 製 造 工 程 が 増 え る
こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ に 、 主 面 に 対 し て 厚 み 方 向 に 膨 隆 す
る 補 強 膨 隆 部 （ 補 強 リ ブ ） ３ １ を 備 え た 第 四 実 施 形 態 例 に か か る 構 成 で あ る 。 図 ９ （ ａ ）
は 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 中 央 に 形 成 し た 構 成 で あ る 。 ま た 、 図 ９ （ ｂ ） は 、 規 制 舌 片 ２
５ に も 補 強 膨 隆 部 （ 補 強 リ ブ ） ３ １ を 形 成 し た 構 成 で あ る 。 図 ９ （ ｃ ） は 、 規 制 舌 片 ２ ５
自 体 を 湾 曲 加 工 し 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ に 補 強 膨 隆 部 （ 補 強 リ ブ ） ３ １ を 形 成 し た 構 成 で
あ る 。 こ れ ら の 構 成 と す る こ と に よ り 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 前 後 方 向 の 剛 性 が 向 上 す る
こ と と な り 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ 、 又 は 規 制 舌 片 ２ ５ が 座 屈 し に く く な る 。 な お 、 補 強 膨
隆 部 （ 補 強 リ ブ ） ３ １ を コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 表 裏 に 夫 々 形 成 し た 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ０ は 、 連 結 突 部 ２ ２ の 、 座 屈 防 止 を 図 る べ く 、 連 結 突 部 ２ ２ の 上 端 縁 ２ ２ ａ 、 及 び 下
端 縁 ２ ２ ｂ を 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 形 成 方 向 に 、 主 面 に 対 し て ほ ぼ ９ ０ 度 だ け 折 曲 さ せ
た 第 五 実 施 形 態 例 に か か る 構 成 で あ る 。 か か る 構 成 に あ っ て は 、 図 １ １ （ イ ） に 示 さ れ る
よ う に 、 挿 入 孔 １ ０ ａ の 側 縁 の 最 上 位 置 に 上 端 縁 用 通 過 孔 ３ ４ が 、 ま た 挿 入 孔 １ ０ ａ の 側
縁 の 最 下 位 置 に 下 端 縁 用 通 過 孔 ３ ５ が 挿 入 孔 １ ０ ａ と 連 通 状 に 形 成 さ れ る 。 さ ら に 詳 述 す
る と 、 前 記 上 端 縁 用 通 過 孔 ３ ４ と 下 端 縁 用 通 過 孔 ３ ５ は 、 連 結 突 部 ２ ２ の 上 端 縁 ２ ２ ａ 又
は 下 端 縁 ２ ２ ｂ が 通 過 し 得 る よ う に 、 挿 入 孔 １ ０ ａ に 対 し て 幅 広 と な っ て い る 。 か か る 構
成 と す る こ と に よ り 、 連 結 突 部 ２ ２ を 挿 入 孔 １ ０ に 圧 入 す る 際 に あ っ て 、 上 下 端 縁 ２ ２ ａ
， ２ ２ ｂ が 一 方 の 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ と 当 接 し て 通 入 不 能 と な る こ と を 回 避 す る こ と が 可
能 と な り 、 図 １ １ （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 突 部 ２ ２ が 挿 入 孔 １ ０ に 適 正 に 挿 入 さ れ
、 相 互 連 結 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ ２ ～ １ ４ に 示 さ れ る 構 成 は 、 上 述 の 規 制 舌 片 ２ ５ を 設 け ず 、 挿 入 孔 １ ０ の 側 傍 に 、 コ
字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が 面 方 向 で 弾 接 す る 規 制 突 部 ３ ６ ａ を 形 成 し た 第 六 実
施 形 態 例 に か か る も の で あ る 。 さ ら に 詳 述 す る と 、 図 １ ２ ， １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入
孔 １ ０ の 側 傍 に 加 締 め 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 吊 持 杆 １ の 厚 み 方 向 に 膨 隆 す る 半 円 形 規 制
突 部 ３ ６ ａ と し た も の で あ る 。 か か る 構 成 に あ っ て は 、 挿 入 孔 １ ０ に 、 連 結 突 部 ２ ２ を 圧
入 す る と 、 基 板 部 ２ １ の 端 縁 ｅ が 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 １ の 主 板 部 ４ の 側 面 に 当 接 す る と
共 に 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が そ の 拡 開 作 用 に
よ り 、 規 制 突 部 ３ ６ ａ に 弾 接 す る こ と と な る 。 こ の た め 、 連 結 突 部 ２ ２ に は 、 挿 入 孔 １ ０
に 対 し て 幅 方 向 へ の 緩 み が な く 、 し か も 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 １ に 引 張 方 向 の 力 が 作 用
し た 場 合 に も 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が 拡 開 す る こ と な く 保 持 さ れ る 。 す
な わ ち 、 拡 開 保 持 作 用 に お い て 、 上 述 の 規 制 舌 片 ２ ５ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と と な
る 。 ま た 、 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 図 １ ２ に 示 さ れ る 規 制 突 部 ３ ６ ａ に 比 し て 、 半 円 形
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状 を 大 き く し た 規 制 突 部 ３ ６ ｂ を 備 え た 構 成 と し て も 良 く 、 ま た 規 制 突 部 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ
の 形 状 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 図 １ ６ ～ １ ８ は 、 挿 入 孔 １ ０ の 側 縁 に 、 逆 Ｌ 字 状 に 切 込 み 縁 ３ ７ を 形 成 し て 、 連 成
部 を 直 角 に 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 主 板 部 ４ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 規 制 突 部 ３ ６ ｃ を 形
成 し た 第 七 実 施 形 態 例 に か か る も の で あ る 。 か か る 構 成 に あ っ て も 、 第 六 実 施 形 態 例 に か
か る 構 成 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 こ れ ま で に 述 べ た 第 一 実 施 形 態 例 か ら 第 七 実 施 形 態 例 に あ っ て は 、 い ず れ も 、 コ 字
状 切 起 し 部 ２ ４ に 規 制 舌 片 ２ ５ を 連 成 し た り 、 規 制 突 部 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ ， ３ ６ ｃ を 設 け る
よ う に し て 、 拡 開 保 持 作 用 を 生 じ さ せ る よ う に し て い る が 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 剛 性 を
高 め る 等 の 理 由 に よ り 、 図 １ ９ に 示 さ れ る 第 八 実 施 形 態 例 の よ う に 、 か か る 規 制 舌 片 ２ ５
， 規 制 突 部 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ ， ３ ６ ｃ を 省 略 し た 構 成 も 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 な お 、 か
か る 構 成 に あ っ て 、 連 結 さ れ た 吊 持 杆 １ 相 互 を 離 脱 さ せ る 場 合 は 、 図 ２ ０ に 示 さ れ る よ う
に 、 挿 入 孔 １ ０ の 側 縁 中 央 に 形 成 さ れ た 解 除 用 溝 ３ ８ に 、 キ リ 等 の 細 い 棒 状 の 工 具 を 挿 入
し 、 そ の 先 端 で コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ を 基 板 部 ２ １ と 平 行 と な る よ う に 押 し 込 め ば 良 い 。 そ
う す る と 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 開 放 端 縁 ２ ４ ａ が 挿 入 孔 １ ０ 内 に 位 置 し て 、 挿 入 孔 １ ０
の 側 縁 に よ る 拘 束 が 解 除 さ れ る か ら 、 連 結 突 部 ２ ２ を 容 易 に 挿 入 孔 １ ０ か ら 離 脱 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 挿 入 孔 １ ０ ， １ ０ ａ の 形 状 は 、 上 述 し た 縦 長 形 状 の ほ か 、 連 結 突 部 ２ ２ の 形 状 に 伴
っ て 適 宜 変 更 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 正 方 形 状 、 横 長 形 状 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 コ 字 状 切 起
し 部 ２ ４ は 、 上 述 し た よ う に 、 側 方 か ら み て ほ ぼ コ 字 状 で あ る が 、 そ の 平 面 形 状 は ほ ぼ Ｃ
字 状 、 あ る い は ほ ぼ 三 角 形 状 で あ っ て も 勿 論 良 く 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 さ ら に ま た 、 コ
字 状 切 起 し 部 ２ ４ を 切 り 起 こ す 際 に 、 接 続 基 部 ２ ４ ｂ を 折 曲 加 工 し て 、 図 ２ １ に 示 さ れ る
よ う に 、 接 続 基 部 ２ ４ ｂ が Ｒ 形 状 と な ら な い よ う に す る 構 成 と し て も 良 い 。 か か る 構 成 と
す る こ と に よ り 、 コ 字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 過 剰 な 座 屈 変 形 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に か か る 天 井 板 用 吊 持 杆 の 連 結 機 構 は 、 コ 字 状 切 起 し 部 が 形 成 さ れ た 連 結 突 部 を 、
一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 に 形 成 さ れ た 挿 入 孔 に 圧 入 し て 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 を 挿 入
孔 周 縁 で 主 板 部 側 面 と 当 接 さ せ て 、 該 連 結 突 部 を 挿 入 孔 か ら 離 脱 不 能 と な る よ う に し た か
ら （ 請 求 項 １ ） 、 挿 入 孔 に 連 結 突 部 を 圧 入 す る だ け で 、 相 互 が 容 易 に 連 結 さ れ る た め 、 組
み 付 け に 熟 練 を 要 し な い 。 ま た 、 コ 字 状 切 起 し 部 を 形 成 す る に 際 し て 、 湾 曲 ・ 折 曲 加 工 等
の 前 工 程 が 不 要 で あ る た め 、 全 体 と し て 吊 持 杆 の 製 造 工 程 が 簡 略 化 さ れ 、 吊 持 杆 の 製 造 効
率 の 向 上 、 製 造 コ ス ト 低 減 を 実 現 し 得 る 優 れ た 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 挿 入 孔 の 側 縁 に 、 規 制 溝 縁 を 形 成 し 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 に 該 規 制 溝 縁 に 挿
入 さ れ る 規 制 舌 片 を 突 成 し た 場 合 は （ 請 求 項 ２ ） 、 規 制 舌 片 が 規 制 溝 縁 の 側 端 に 弾 接 し て
、 連 結 突 部 に 幅 方 向 へ の 緩 み が な く な る 。 こ れ に よ り 安 定 的 な 保 持 が 可 能 と な る と 共 に 、
他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 に 引 張 方 向 の 力 が 作 用 し た 場 合 に も 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放 端 縁 が
拡 開 す る こ と な く 保 持 さ れ 、 保 持 強 度 が 向 上 す る 。 さ ら に は 、 規 制 舌 片 を 基 板 部 側 に 押 し
付 け る 操 作 に よ っ て 、 天 井 板 用 吊 持 杆 相 互 を 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 一 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 に 、 挿 入 孔 の 側 部 位 置 で 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放
端 縁 が 弾 接 す る 規 制 突 部 を 形 成 し た 構 成 （ 請 求 項 ３ ） に あ っ て も 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 開 放
端 縁 が そ の 拡 開 作 用 に よ り 、 規 制 突 部 に 弾 接 す る こ と と な り 、 連 結 突 部 は 幅 方 向 へ の 緩 み
が な く 、 し か も 、 他 方 の 天 井 板 用 吊 持 杆 に 引 張 方 向 の 力 が 作 用 し た 場 合 に も 、 コ 字 状 切 起
し 部 の 開 放 端 縁 が 拡 開 す る こ と な く 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 コ 字 状 切 起 し 部 に 、 主 面 に 対 し て 厚 み 方 向 に 膨 隆 す る 補 強 膨 隆 部 を 形 成 し た 構 成 と
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し た 場 合 に は （ 請 求 項 ４ ） 、 連 結 突 部 を 成 形 加 工 す る プ レ ス 加 工 の な か で 補 強 膨 隆 部 を 形
成 す る こ と が で き る た め 、 新 た な 加 工 を 要 す る こ と な く コ 字 状 切 起 し 部 の 剛 性 を 向 上 す る
こ と が で き 、 各 天 井 板 用 吊 持 杆 相 互 を 高 い 連 結 強 度 で 安 定 的 に 保 持 す る こ と が 可 能 と な る
。 ま た 、 コ 字 状 切 起 し 部 の 表 裏 に 、 夫 々 補 強 膨 隆 部 を 形 成 し た 構 成 と し た 場 合 は （ 請 求 項
５ ） 、 更 な る 剛 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 基 板 部 及 び 連 結 突 部 が 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 と 一 体 成 形 さ れ て な る 構 成 と し た
場 合 に は （ 請 求 項 ６ ） 、 一 連 の プ レ ス 成 形 工 程 で 一 度 に 基 板 部 、 連 結 突 部 、 及 び 主 板 部 を
成 形 す る こ と が 可 能 と な り 、 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 基 板 部 と 、 連 結 突 部 と を 連 成 し た 連 結 板 を 、 天 井 板 用 吊 持 杆 の 主 板 部 の 端 部 側 面 に
接 合 し た 構 成 と し た 場 合 （ 請 求 項 ７ ） は 、 金 属 板 の 切 削 及 び 切 起 し 加 工 に よ り 連 結 板 を 容
易 に 形 成 で き 、 長 尺 で あ り 加 工 が 面 倒 な 天 井 板 用 吊 持 杆 の 加 工 を 要 せ ず 、 製 造 が 容 易 と な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 挿 入 孔 １ ０ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 挿 入 孔 １ ０ を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ に 備 え ら れ た 連 結 突 部 ２ ２ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 一 実 施 形 態 例 の 連 結 手 段 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ イ ） は 挿 入 孔 １ ０ へ の 連 結 突
部 ２ ２ の 挿 入 前 の 状 態 、 （ ロ ） は 図 １ Ａ － Ａ で 切 断 し た 挿 入 後 の 状 態 、 （ ロ ’ ） は 図 １ Ｂ
－ Ｂ で 切 断 し た 挿 入 後 の 状 態 を 示 す 。
【 図 ７ 】 第 二 実 施 形 態 例 の 連 結 板 ２ ０ を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 三 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 四 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 で あ っ て 、 （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） は 、 コ
字 状 切 起 し 部 ２ ４ の 異 な る 態 様 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 五 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ イ ） は 、 第 五 実 施 形 態 例 の 挿 入 孔 １ ０ ａ を 示 す 正 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 、 挿
入 孔 １ ０ ａ に 連 結 突 部 ２ ２ を 挿 入 し た 状 態 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 六 実 施 形 態 例 の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 六 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 挿 入 孔 １ ０ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 六 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 規 制 突 部 ３ ６ ｂ を 備 え た 吊 持 杆 １ の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 七 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 七 実 施 形 態 例 の 挿 入 孔 １ ０ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 七 実 施 形 態 例 の 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 八 実 施 形 態 例 に か か る 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 八 実 施 形 態 例 に か か る 吊 持 杆 １ の 連 結 機 構 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 他 の 構 成 の 連 結 突 部 ２ ２ を 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 吊 持 杆 １ の 連 結 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 吊 持 杆
２ 　 係 止 隆 部
３ ， ３ 　 係 止 縁 部
４ 　 主 板 部
１ ０ ， １ ０ ａ 　 挿 入 孔
１ １ 　 規 制 溝 縁
２ ０ 　 連 結 板
２ １ 　 基 板 部
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２ ２ 　 連 結 突 部
２ ４ 　 コ 字 状 切 起 し 部
２ ４ ａ 　 開 放 端 縁
２ ５ 　 規 制 舌 片
３ ０ ， ３ １ 　 補 強 膨 隆 部
３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ ， ３ ６ ｃ 　 規 制 突 部
ｅ 　 基 板 部 の 端 縁
ｐ 　 天 井 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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